
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は東京未来大学角山学部長によ

るコミュニケーションの持つ役割につ

いての講演がありました。 

その中で気づきへの第一歩として、初

対面の方とのコミュニケーションを学

ぶ、２人１組の簡単なワークショップを

実施しました。 

 ワークショップでは、初めて会話をす

る方に質問することの難しさを実感し

たり、珍回答が飛び出したり、大いに盛

り上がっている様子でした。   

当日は絆のあんしん協力員をはじめ

とする１４０名以上の方にご参加をい

ただきました。 

感謝状贈呈式では永きにわたり活躍

されている絆のあんしん協力員１５名、

活動の顕著な絆のあんしん協力機関３

団体への感謝状を区長から贈呈されま

した。 
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今回のテーマは「気づいて・築く・地域の絆」 
  

また、講演では効果的なコミュニケー

ションのポイントの紹介がありました。

是非、日頃の見守り・声掛け活動にお役立

てください。 

 

① 目的を明確にする 

② 相手に伝える内容を自分自身が理解している 

③ 相手のおかれている立場を理解している 

④ 話し合える雰囲気をつくる 

⑤ 相手にも十分に話させる 

⑥ 相手の理解を確かめながら話を進める 

⑦ 結論を焦らない 

⑧ 込み入った話や重要な件は直接面談の場で 

 

 

 

突然ですが、下の図は何に見えますか？

視点を変えると、くっきり見えてくる不

思議な図柄です。答えはページ右下をご

覧ください。 

 今年の研修会では、東京未来大学学長 

 

「心理学者ミラー（1967）による図形」 

絆のあんしん協力機関３団体に対し、 

近藤区長より感謝状をお渡しし、日頃の

活動に敬意を表しました。 

 

～効果的なコミュニケーションのポイント～ 

正解：THE（英単語） 

（３０年３月までモチベーション行動科学部長） 

 

ションに関する講演とグループワーク

を行いました。 

講演の中で紹介されたこの図柄は、 

物事を理解する上で、いかに思い込み

が邪魔をしているか、に気づかせてくれ

ました。 

日頃のお付き合いも、視点を少し変え

てみると、相手の意外な一面が見えてく

るかも知れません。 

の角山
かくやま

剛
 たかし

氏をお招きし、コミュニケー 

 贈呈式では、絆のあんしん協力員１５名、 

 



 
                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の担当は･･･ 

（入谷・扇・江北・鹿浜・西新井・西新井本町） 

◆基幹地域包括支援センター 

専門相談協力員(民生・児童委員) 

梅田さん 

 

子ども食堂 を運営するボランティア

団体「いちかポケットの会」が、特別養

護老人ホームさくらを会場に、高齢者と

の交流を目的とした、餅つき大会を開催

しました。 

当日は絆のあんしん協力員に加え、大

勢の中学生がお手伝いとして参加し、会

場は活気にあふれていました。 

「当日集まった高齢者からは、『直接

子どもたちの輪に入らずとも、元気な姿を

見ているだけで力をもらえる』との声が多

かった」と団体の代表を務める宮本さん。 

開催場所である「特養さくら」は、「地

域交流のためなら」と快く貸し出しに応

じてくださったといいます。 

 

登校時の挨拶運動で、しばしば見かけ

る元気のない子どもたちの姿に、「栄養の

ある食事を提供すれば」と思いたち、子

ども食堂を立ち上げたそうです。 

そんな折、所属する町会の役員会で、

高齢者が「子どもたちと交流をしたい」

と話すのを耳にして、このイベントの開

催を決意しました。 

「今は不定期ですが、今後も是非継続

していきたい」と力強く話されていました。  

多くの人で賑わう特養さくらの様子 

宮本さん（写真右から二人目）と 

「いちかポケットの会」スタッフの皆さん 

 

 

※子ども食堂：子どもや親子を対象に、無料

または低額で食事を提供する取り組み。子ど

もの「孤食問題」解消の一助となっている。 
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介護事業所「ハンドインハンド」で

は、事務所の空きスペースを利用して、

ふれあいサロン「若松さんち」を開催し

ています。 

「若松さんち」の主な活動は、スタッ

フや参加者がみんなで食事の準備を行

い、一緒に食べること。毎回、約２０名

分の食事を用意しています。 

また、敷地内の庭を畑として活用し、

大根、小松菜などを栽培しています。  

力を合わせて収穫した野菜は、食事

会の材料として活用しています。  おなじみのメンバーが急病で欠席と

聞けば、みんなで心配し、何かできるこ

とはないか考え、支え合っています。 

サロンの雰囲気と食事のおいしさが

相まって、皆さん次回を心待ちにされ

ているそうです。 

 

 

 

 現在、扇地域で、お一人へ寄り添い支

援活動をされています。 

 「両親の話をあまり聞いてあげられ

なかった」というご自身の経験から、何

か地域へ恩返しできないかと考え、絆

のあんしん協力員に登録されました。 

「人と接することは、過去の自分を

見直すことにもなり、自らを成長させ

ることができると感じます」と活動の

やりがいを語ってくださいました。 

 また、「相手の話をさえぎらない。そ

の場の雰囲気を尊重すること」がスム

ーズなお付き合いの秘訣だとか。 

 過去の寄り添い支援では、同一の相

手を４年間訪問し、「お亡くなりになる

直前まで寄り添えたことが一番うれし

かった。今でも活動の原点となってい

ます」と元気いっぱいです。 

  

庭の畑で育った野菜を収穫しました 

おいしい昼食をみんなでいただきます 

「若松さんち」情報 

日 時 毎月第３水曜日 午後１時から午後３時 

内 容  おしゃべり、お茶、食事など 

参加費 ２００円 

連絡先 基幹地域包括支援センター地域福祉課 

６８０７－２４６０ 

 

      

絆のあんしん協力員 

池田 洋子 さんにお話を伺いました 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環状７号線沿い、南椿公園内の少年

野球場は、毎日、高齢者の元気いっぱい

な掛け声で溢れています。 

 サロン名は「足立-７０-Ｇ」。７０は

７０歳以上、ＧはおじさんのＧ。休日は

少年野球場ですが、利用者の少ない平

日の昼間に活動しています。 

 開始してすでに１５年以上。はじめ

はスペースがなく、キャッチボール程

度しかできませんでしたが、この野球

場と出会ったことで、試合形式のバッ

ティング練習もできるようになりまし

た。怪我をしにくいようにとソフトボ

ール用の大きなボールを使用しています。 

 最年長者は、なんと８５歳。平均年齢

は約７５歳と言うから驚き。 

 野球の技術は様々ですが、全員が和

気あいあいとプレーしている様子がと

ても印象的です。 

楽しそうなプレーの様子に、通りが

かりの人が思わず足を止めてしまうこと

もしばしばとか。その中から、メンバー

に加わってしまった方もいるくらいです。 

 代表者の玉屋さんは、「いつか、同年

代の方と試合がしたいけど、この年齢

だと相手がなかなかいなくてね」と笑

って話しておられます。 

 求む、対戦相手！ 

  

準備運動は念入りに 

ボールを見つめる眼差しは野球少年そのもの？ 

皆さん元気にプレーしています 

男女問わずプレイヤー・マネージャーも募集中です 

 

「足立-７０-Ｇ」情報 

日 時 毎週平日 午前１０時から午後１２時 

連絡先 （代表）３８９９－８７３２ 

      


